
タイガーフロアシステム
―「タイガースーパーハード」、「アスファルト系遮音マット」を用いた床システム

はじめに

せっこう系の流し床材「�4�- プラスターÆëÆ×」は、木造

住宅で多数の使用実績があり、とくに、枠組壁工法（ツ

ーバイフォー）住宅のアパートでは、床遮音や耐火性能

の確保を目的に、また戸建て住宅では床材 �" �- �$板の平

滑性を目的に使用されており、よくご存知のことと思い

ます。

今回はここに、さらに新しい乾式工法として、硬質せ

っこうボード「タイガースーパーハード」および「アス

ファルト系遮音マット」の床材を用いて、木造住宅の床

構造に機能性を付加した�» �  �¨ �” �Ñ�é �ž �³ �µ �Â�Üを提案

します。
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⑴タイガーフロアシステムの諸機能

タイガーフロアシステムの諸機能は、床の遮音性能と、

床の耐火性能の二つがあります。
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高断熱、高気密化を目指す省エネルギー住宅が普及し

てきています。これは外壁の部分に厚い断熱材を使用し、

さらにはアルミサッシュなどの部材も一段と気密化され、

住宅の内部は、ますます静粛性が高まりました。このよ

うな生活水準のレベルアップによって、生活していくう

えで発生する、さまざまな音がますます目立つようにな

ってきたことから、さまざまな音を住宅内の他の部屋に

伝えないように、「遮音性能」を向上する要求が高まっ

てきています。

さらに、住宅の性能表示制度が開始され、木造住宅の

床遮音性能のレベルが明らかになってきており、より高

い床遮音性能の要求が出てきました。とくに、子供の勉

強部屋や主寝室の静かさを要求されたり、二世帯住宅で

の階下の世帯の静かさが、要求されるケースも多くなっ

ています。

ここで、床遮音性能の表し方について説明します。

	O�” 	¿ �8 �; 	� �…
Q�ó �®�-�) �‹ �¯

子供が部屋で飛び跳ねるなど、重量物が床に落ちたと

きのドシンという音を階下の部屋に聞こえにくく遮断す

る性能を表します。性能は「�- �) 値」ÆëÆ×という数値で表

し、数値が小さいほど性能がすぐれています。

重量衝撃音遮断性能を改善するには、床の重量を重く

すること、床構造をたわみにくく頑丈にすることが要点

となります。「タイガースーパーハード」、「アスファル

ト系遮音マット」を用いることで改善されます。比較例

として、厚さ 12�N�Nの構造用合板が 1�NÆÌ当りの重量が

おおよそ 7�L�Hであるのに対して、「タイガースーパーハ

ード」は 15.0�L�Hと合板の約２倍、「アスファルト系遮

音マット」は 22.4�L�Hと合板の約３倍の重量となってい

ます。また「タイガースーパーハード」は曲げ剛性が高

く下地の合板と張り合わせることによって頑丈な床構造

が出来上がります。
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硬貨やゴルフボールなどを床に落としたときのコツコ

ツという音を、階下の部屋に聞こえにくく遮断する性能

を表します。性能は「�- �- 値」ÆëÆ×という数値で表し、数値

が小さいほど性能が優れています。

軽量衝撃音遮断性能を改善するには、床の表面側をや

わらかい材料とすることが要点となります。「サウンド

カット」や「アスファルト系遮音マット」は柔軟性に優

れており、軽量衝撃音遮断性能を改善できます。
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密集地域における住宅や商業施設、オフィスなどの建

築物は、大火災の防止を目的に耐火性能を有することが

建築基準法で要求されています。住宅においては、木造

建築物でも適切な耐火材料を用いることによって準耐火

建築物として認められています。

床の場合は、合板の上に硬質せっこうボードである

「タイガースーパーハード」（厚さ 12.5�N�N）を使用す

ることで準耐火の性能が得られます。

⑵使用する材料の特性

基本的には、床の合板の上に当社が推奨する床材を施

工し、さらにフローリングやカーペット、長尺シートな

どの仕上げ材を施します。

推奨床材は下記の２種類のシステムとして用意してお

ります。なお、床面の荷重は合板で受け、推奨床材は床

遮音性や床の耐火性という性能面を受けもちます。

硬質せっこうボード「タイガースーパーハード」と、場

合によっては特殊制振材「サウンドカット」を併用しま

す。
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代表的な寸法は、厚さ 12.5�N�N、幅606×長さ 1,820

�N�Nです。性能は表１に示すように、通常のせっこう


